
部活動頑張っています！！ 

 バドミントン部 

福高 Topics 

今年はラグビーワールドカップが日本で開催され、

日本代表の快進撃に日本中が盛り上がりました。

初めてテレビでラグビーを見て、興味を持った人も

多いのではないでしょうか？福知山高校には京都

府北部の高校で唯一のラグビー部があります。高

校ラグビーでは体の大きい人や足の速い人だけで

なく、様々な人がプレーをしています。しかも、その

多くが高校からラグビーを始めた人です。ラグビー

ではどんな人にも必ず適したポジションがあり、誰

でもその面白さを感じることができます。ぜひ、一緒

にラグビーをしませんか？ 

  

福高だより 

文理科学科卒業（一期生） 

弁護士 

現在弁護士として東京の法律事務所に勤

務しています。福高文理科学科の魅力は、

①勉強面における恵まれた環境、②学校

行事にも積極的に参加できること、③独自

の科目である「みらい学」です。 ①文理科

学科には、生徒一人ひとりと向き合い、そ

れぞれの希望する進路を叶えるために親

身に指導をしてくださるトップレベルの教師

陣がいます。市内外から集まる同級生も優

秀で、自分に合ったペースで勤勉な仲間と

切磋琢磨できる環境は素晴らしかったで

す。②勉強だけではなく学校行事も全力で

楽しんで豊かな生活を送れるのは、福高な

らではだと思います。演劇やクラス合唱で

仲間と一つのものを作り上げたのは、青春

と呼べる一番の思い出です。③私は「みら

い学」で検察官の講義を聞き、本格的に法

律家を志すようになりました。幅広い分野

の専門家から講義や指導を受け、研究発

表等ができたことは、将来の志望分野を決

める一助や教養という財産になりました。 

文理科学科卒業（五期生） 

京都府職員 

現在、京都府中丹西土木事務所の用地

室に勤務しています。業務内容としては道

路拡幅や河川改修などの公共事業に必

要な土地を取得する、というものです。府

民の方々と直接話をすることが多い業務

であり、こちらの考えが正確に伝わってい

るか、相手の要望がなにかを考えながら

業務に励んでいます。 

福知山高校での3年間は、日々の授業と

陸上競技部での活動で慌ただしく過ぎて

いきました。学習面では時間が限られてい

る中で、自分の力量と相談しながら確実に

こなせる計画を立て、部活動との両面で

自分の納得出来る結果を残せたと思いま

す。 実際に働いてみると、確かに高校で

習ったことは直接関係があるとはいえませ

んが、新たな環境でルールや規則を自分

のものにすること、相手に理解してもらえ

るように説明することなど、考える力が常

に必要とされていると感じます。社会人2

年目として元気に頑張っていこうと思いま

す。 

文理科学科卒業（一期生）  

農林水産省職員 

私が、文理科学科を選んだのは、新しくで

きる学科ということでおもしろそう！と思っ

たからでした。実際に入学してみると、有名

な研究施設や裁判所に見学に行ったり、海

外への修学旅行があったりと貴重な経験

ができました。また、個性豊かなクラスメイ

トにも恵まれていました。 そのおかげで、

ずっと目標にしていた名古屋大学農学部に

入学することでき、大学院にも進学し、今は

農林水産省で働いています。  

大学生活の中でも、おもしろそう！と思った

海外実地研修（タイとカンボジアに行き、現

地の学生とグループワークとして農家を訪

問する）に参加し、多くの友人ができまし

た。先日、そのカンボジアの友人の結婚式

に参加してきました。また、大学院での研

究もおもしろそう！と思った大豆の研究を

することができ、国際学会でも発表すること

ができました。 自分の進路を選ぶ時に大

事にしてきたのは、おもしろそう！と自分が

興味を持ったところに思い切って飛び込ん

でみることです。どんな経験も必ずどこかで

役に立つと信じて、皆さんもいろいろなこと

に思い切り挑戦してください。 
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普通科卒業 

客室乗務員 

福知山高等学校を卒業してから5年が経

ち、現在、客室乗務員として勤務しており

ます。2年目ながら国内線および国際線

に乗務し、日々勉強をしています。飛行

機の中で毎日たくさんのお客様と出会い

お話をしたり、世界各地に行って知らな

いものを見たりすることにやりがいを感じ

ています。中学生の頃から客室乗務員

になりたいという思いがあり、大学へ進

学するために福知山高等学校に入学し

ました。高校時代はバレーボール部に所

属していました。毎日厳しい練習でした

が、辛いことから逃げ出さない強さと仲

間と共に戦い勝つ喜びを学ぶことができ

ました。働く中で大変なことや辛いことは

たくさんありますが、部活動で鍛えられた

精神力で日々頑張っています。福知山高

等学校には自分の進路について一生懸

命考えてくれる頼もしい先生方や、勉強

に励むための環境も整っています。ぜひ

福知山高等学校に入学して、充実した毎

日を送ってください。 

第39回両丹高校バドミントン新人大会学校対抗

戦、男子優勝、女子準優勝 

バドミントン部は、現在、男子25名、女子18名で、

普段は男女が一緒に活動しています。約40名の

部員が、短い練習時間の中で「いかにたくさんの

シャトルを打つか」をテーマに頑張っています。そ

ういう中、先輩方が残された成績を守ることがで

きうれしく思います。しかし、京都府大会では目標

としていたベスト８に届かなかったので、もう一度

気を引き締めて頑張っていこうと話し合っていま

す。 

 陸上競技部 

 卓球部 

両丹高等学校新人卓球大会が、９月７日,14日に行

われ、女子学校対抗において２位となりました。個人

戦においても２年生の選手の１人が６位、１人が９位

となり、府下大会の出場権を得ました。また、11月９日

に行われた公立高等学校卓球大会（団体の部）のブ

ロック予選では、男子が２位、女子が１位通過となり、

決勝トーナメント（府下大会）に進出することができま

した。いずれも初戦敗退となりましたが、自分たちの

力を発揮し、次戦への手応えを掴むことができまし

た。 

 放送部 

 ラグビー部 

10月に広島県で開催された第13回U18日本陸上競技選手権大

会の男子800mに、３年の選手が出場しました。初の全国大会でし

たが、決勝を１分55秒35で走り見事５位に入賞しました。近畿イン

ターハイで７位と惜しくも全国大会に駒を進められなかった悔しさ

をバネに練習に取り組み良い結果を得ることができました。ご声

援ありがとうございました。 

福高放送部は放送コ

ンテストでの上位入賞

を目指し日々活動して

います。今年連続出場

９年目となった夏のＮ

ＨＫ杯全国高校放送コ

ンテストでは、京都府

予選で優勝したテレビ

ドラマが初めて全国大

会で上位入賞を果たし

ました。 

10月に行われた京都府高等学校総合文化祭放送部門でも、２年生の部で本校生徒

がアナウンス部門で、１年生の部で本校生徒が朗読部門でともに優秀賞を受賞し、来

年８月の全国高総文祭（高知県）と、11月の近畿高総文祭（奈良県）への出場をそれ

ぞれ決めました。 

全国大会５位入賞！ 

全国入賞！ 



みらい学 

 

ラグビー部  

 

私達の研究分野は生物でアマガエルを合計70匹近く

採集し、1匹1匹個体番号をふり、区別して約半年間

実験し続けました。生体の採集から管理、維持、更

には実験内容や考察を決めるのには苦難の連続で

した。しかし、それらの壁にぶつかるごとに班員と先

生に相談し、考え、試行錯誤することで本番の発表

では奨励賞をいただくことができました。 

私達はみらい学を通してひたむきに努力する力、全

体を見通す力、何よりも何故この結果が得られるの

だろうと考える力を培えたと自負しています。成長の

機会を与えてくれたみらい学に本当に感謝していま

す。 

中学生の時は、生徒だけで本格的に研究する機会

がなく、高校に入りたての頃は、プレゼンテーション

や研究に自信がありませんでした。しかし2年間のみ

らい学で、附属中出身の生徒にアドバイスをもらった

り、友達と研究を進めたりしていく中で、研究のプロ

セスやデータの分析方法を理解できるようになり、苦

手だったパソコン作業にも慣れることができました。

京都で行われたサイエンスフェスタでは、他校の生

徒の研究を見て圧倒され、自分の研究が未完成なこ

とを痛感しました。今後また大学で研究する機会が

あると思うのでそこで生かしたいです。  

英語部・自然科学部 

 

実験の結果が思ったように出ない、うまく結論を導くこ

とが出来ないなど僕たちの班では活動の中で多くの

課題にぶつかりました。そのたびに議論の場をもった

り、得られたデータに対して柔軟に多面的に接し考え

る事で乗り越え、僕たちの目指すテーマの実現に向

けて取り組みました。このような半年以上をかけた研

究活動は自分の中で大きな自信になりました。しか

し、「もう少し計画的にすれば良かった」など後悔も多

く残りました。この点は貴重な経験として大学での研

究に生かしていこうと思います。  

 

私たちの班では、いろいろな方の話を聞く度に影響さ

れ、なかなかテーマが定まらず右往左往する状況が

長く続いてしまいました。しかし、たくさんの壁にぶつ

かったり悩んだりすることがみらい学の魅力の１つな

のではないかと思います。悩んだ分だけ成果も出て

きたからです。本番では、私たちが思いつかなかった

意見もたくさんいただき、そんな考え方もあったのか

と気づくことが多く、とても充実したポスター発表にな

りました。計画性・コミュニケーション能力・分析力など

みらい学で得た力はこれからの大きな糧になりまし

た。  

英語部 

 

私たちはみらい学では珍しい、コンピュータシュミレー

ションによる研究を行いました。やり方がなかなか

はっきりせず、時間に追われながらなんとか仕上げま

した。ツールの使い方やデータの扱い方などを自分

で一つずつ学んでいくのは大変でしたが、成長も大き

いと感じました。テーマ自体は身近なものですが、そ

こから専門的な領域まで掘り下げていくのは、とても

楽しいものでした。校内やサイエンスフェスタでの発

表では、講評で評価できるところ、改善すべきところ

が明確になりました。とてもよい経験になったと思い

ます。  

自然科学部 

 

自分の興味ある分野を研究することができ、充実し

た活動期間でした。長期間の研究活動は初めての経

験で、実験で思ったような結果が得られず行き詰まる

こともありましたが、1年生のときのみらい学で学んだ

ことを生かしたり、他の研究発表班と意見を交流した

り、多くの先生からアドバイスをいただいたりして、乗

り越えることができました。今回の活動を通して、

データの正確性や得られた結果をさまざまな視点か

ら見る大切さを知り、大量の情報を読み取る力を求

められる今後に活かせる、貴重な体験をすることが

できました。  

英語部 

  

〈各班の発表テーマ〉 

11月７日（木）文理科学科「みらい学」の集大成である

研究発表会を開催しました。人文・社会・自然科学等の

多様な分野での研究を通して、論理的思考力や課題

解決力、コミュニケーション能力の向上を目指していま

す。 

１班（生物）「アマガエルの体色変化と周囲の環境の相関  

        関係について」 

２班（生物）「養液中の金属イオンによる植物の発育の変化」 

３班（生物）「野菜に味をつけたい」 

４班（生物）「低圧環境での植物栽培」 

５班（生物）「アリは本当に甘いものが好きなのか～甘いも 

        の以外では何が好きか～」 

８班（化学）「みんなが知らないダニエル電池」 

７班（物理）「耐衝撃スマートフォンケースのよりよい構造を 

        探る」 

９班（化学・食品）「カレーを腐りにくくするには」 

10班（化学）「合成界面活性剤が及ぼす自然環境への影響」 

11班（化学）「紙の変色を防ぐには」 

12班（食品・化学）「米粉 de スポンジケーキ」 

13班（化学）「さまざまな素材によるろ過の性能の違い」 

14班（地域活性）「福知山のかるたで地域の魅力発信！」 

17班（視覚）「色が及ぼす体温への影響」 

16班（心理）「血液型により作業に差は出るのか」 

15班（地域防災）「なぜ回覧板は使われ続けているのか」 

18班（音と心理）「音が人間の単純作業に及ぼす影響につい 

           て」 

６班（生物）「乳酸菌と健康」 


